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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 6月 6日 (2005.6.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
実 質 上 ア ン チ モ ン を 含 ま な い 純 鉛 あ る い は 鉛 合 金 か ら な る 圧 延 シ ー ト を 加 工 し て 得 た 格 子
を 用 い た 鉛 蓄 電 池 に お い て 、 格 子 を 形 成 す る 桟 幅 が 前 記 シ ー ト 厚 み の １ ． ２ 倍 以 上 で あ
る 格 子 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 鉛 蓄 電 池 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 は 、 請 求 項 １ に よ れ ば 、 実 質 上 ア ン チ モ ン を 含 ま な い 純 鉛 あ
る い は 鉛 合 金 か ら な る 圧 延 シ ー ト を 加 工 し て 得 た 格 子 を 用 い た 鉛 蓄 電 池 に お い て 、 格 子 を
形 成 す る 桟 幅 が 前 記 シ ー ト 厚 み の １ ． ２ 倍 以 上 で あ る 格 子 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る も
の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 発 明 者 は 、 前 記 、 実 質 上 ア ン チ モ ン を 含 ま な い 純 鉛 あ る い は 鉛 合 金 か ら な る 圧 延 シ ー ト
を 加 工 し て 得 た 格 子 を 用 い た 鉛 蓄 電 池 の 正 極 格 子 の 腐 食 形 態 を 観 察 ・ 調 査 し 、 腐 食 が シ ー
ト の 厚 み 方 向 よ り も 桟 幅 に 沿 っ て 進 行 す る こ と を 見 出 し た 。 本 発 明 は そ の 知 見 に 基 く も の
で 、 正 極 格 子 の 腐 食 が 格 子 の 横 方 向 、 す な わ ち 、 シ ー ト の 厚 み 方 向 よ り も 桟 幅 に 沿 っ て 優
先 的 に 進 行 す る こ と か ら 格 子 を 形 成 す る 桟 幅 を シ ー ト 厚 み の １ ． ２ 倍 以 上 に す る こ と が
格 子 の 劣 化 を 低 減 す る の に 効 果 的 で あ る こ と が わ か っ た 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 示 す る よ う に 、 従 来 は 横 桟 ２ ａ お よ び 縦 桟 ２ ｂ の 幅 と シ ー ト 厚 み ３ と が ほ ぼ 同 じ 寸 法
に 製 作 さ れ て い た 。 こ の 場 合 、 特 に 横 桟 幅 に 沿 っ て 腐 食 が 進 行 す る 傾 向 が あ り 、 桟 が 折 損
さ れ 寿 命 に な る こ と が あ っ た 。 し た が っ て 、 本 発 明 で は 、 シ ー ト 厚 み に 対 し て 桟 幅 を １ ．
２ 以 上 に す る こ と に よ っ て 腐 食 の 進 行 に よ る 格 子 劣 化 を 低 減 し よ う と す る も の で あ る
。 以 下 、 実 施 例 に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 試 験 結 果 を 図 ２ に 示 す 。 結 果 が 示 す よ う に 、 シ ー ト 厚 み に 対 す る 桟 幅 の 比 率 を 現 状 の １
． ０ か ． ２ ５ お よ び １ ． ４ ２ に し た も の は 過 充 電 寿 命 特 性 が 改 善 さ れ た 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ８ ０ ０ ｈ の 時 点 で 各 試 験 蓄 電 池 １ 個 を 解 体 し て 正 極 格 子 の 腐 食 状 態 を 調 査 し た 結 果 、 桟
幅 に 沿 っ て 層 状 腐 食 が 進 行 し て お り 、 桟 幅 を ０ ． ６ ｍ ｍ （ 桟 幅 ／ シ ー ト 厚 み ＝ １ ． ０ ） と
し た 従 来 品 は 桟 部 に 金 属 の 鉛 分 が 残 っ て お ら ず 完 全 に 腐 食 さ れ て い た 。 本 発 明 の 桟 幅 ／ シ
ー ト 厚 み ＝ １ ． ２ 以 上 に し た 他 の 蓄 電 池 で は 桟 部 に ま だ 金 属 の 鉛 分 が 残 っ て い た 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 【 発 明 の 効 果 】
　 ア ン チ モ ン を 実 質 上 含 ま な い 純 鉛 あ る い は 鉛 合 金 か ら な る 圧 延 シ ー ト を 加 工 し て 得 た 格
子 に お い て 、 シ ー ト 厚 み に 対 す る 格 子 を 形 成 す る 桟 幅 の 比 率 を １ ． ２ 以 上 に す る こ と に
よ り 正 極 格 子 の 腐 食 に よ る 劣 化 が 低 減 さ れ よ り 長 寿 命 性 能 の 蓄 電 池 が 得 ら れ 、 そ の 工 業 的
効 果 が 大 で あ る 。
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